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社会福祉法人原町成年寮 



 

1. 地区グループホーム 

・原町成年寮すみだセンターを NPO 法人「みんふす」に移管 

平成 21 年 11 月 1 日、すみだセンターの「かぶと虫」以外のユニットを NPO 法人みんふす

（NPO 法人かつしか自立援助システムから名称変更）に運営を移管。より地域に密着した運

営をしていただく方向性が確立した。みんふす職員、利用者、保護者、不動産業者等のご協

力により、円滑な移管がはかれた。NPO 法人みんふすに役員を派遣し、法人間の協力体制

をとることにした。 

・原町成年寮あらかわセンター職員の常勤雇用化 

長期的な運営の安定化を図るため、またユニットの増設を図るために委託契約の雇用か

ら常勤職員へ切り替えた。 

 

2. 生活支援 

・原町成年寮かつしかセンターのグループホームユニットとして移行増 

生活支援事業に登録している結婚生活カップルは徐々に高齢化を迎え、一般事業所を退

職し通所事業所への通所に切り替える利用者が増加している。居住援助にしても、より細か

な援助を必要としてきているため、2 名定員のグループホームユニットに変えてきた。これは

障害者自立支援法により、2 名からユニットを設置できるようになったことが大きい。また単身

のアパート生活者についても、そのニーズが増え、徐々にグループホームへの入居が増加し

ている。一方、居宅介護事業所を開設したことにより、グループホームを選択しない利用者に

ついては、ホームヘルプの活用を検討したい。 

 

3. 居宅介護 

・居宅介護事業所「ドロップ」の設立 

 平成 21 年 10 月 1 日付けで居宅介護事業所「ドロップ」を開設。国事業の居宅介護、行動援

護。区市町村事業の移動介護を実施する。徐々に利用者が増加している。 
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社会福祉法人原町成年寮 



I. 事業展開 

新規ユニット開設と定員の変更 

（ア） 新規開設 

ユニット名称 開設日 定員 

レインボー 4 月 1 日 5 

睡蓮 6 月 1 日 7 

ミッキー 6 月 1 日 2 

さつき 6 月 1 日 2 

第一原町成年寮別館 11 月 1 日 3 

きのこ 2 月 1 日 5 

カンナ 3 月 1 日 3 

更紗 3 月 1 日 9 

 

（イ） 定員変更 

ユニット名称 開設日 定員  

ゆう 11 月 1 日 8 2 名増 

こんぺいとう 3 月 1 日 5 3 名減 

 

21 年度定員変更 35 名増 

 

II. 利用実績（地域生活援助センター総体） 

22 年 3 月 31 日    

事業所 定員 GH 利用数 CH 利用数 利用実績数 

かつしかセンター 265 125 117 242 

すみだセンター 4 4 0 4 

あらかわセンター 12 7 5 12 

えどがわセンター 8 5 3 8 

あだちセンター 8 4 3 7 

いたばしセンター 4 3 1 4 

さくら生活寮 9 5 4 9 

つばさ（業務委託） 6 0 6 6 

合計 316 153 139 292 

 



かつしかセンター利用者死亡事故総括 

 

Ⅰ.  体制・利用者支援総括 

 

① 事業展開と利用者の傾向 

今年度のかつしかセンターは 8 カ所のユニットを新規開設し、定員も 35 名の増、34 名の新

規利用者を受け入れた。この増加数は過去最高の数字である。 

今年度の特徴としては、通勤寮からの受け入れが例年に比べ多く、「レインボー」「睡蓮」

「きのこ」の 3 ユニットをほぼ通勤寮からの利用者で開設したことがあげられる。新規利用者

の傾向としての例年の重度化と高齢化は依然として続いており、さらに ADL 自立度が高く障

害程度区分が高いという支援困難例（障害の多様化）も微増の傾向を示した。 

 

② 支援体制について 

イ) 第一、公園前、東立石、あさもえ、ゆるりの各宿直寮を拠点とした 5 チーム体制で利用者

支援にあたった。この体制の基礎的な考え方は軽度から重度まで幅広く支援できる援助

技術を向上することを目的としたものである。 

ロ) 通勤寮との連携では、「レインボー」「睡蓮」「きのこ」を通勤寮支援ユニットとして位置づけ

業務の乗り入れを試みた。さらに情報の交換・共有を図るためにチーム会議に通勤寮指

導員が参加し、サービス管理責任者会議に通勤寮主任に参加してもらった。 

 

③ 利用者の死亡 

5 月、7 月にそれぞれ「東立石チーム」の男性利用者が亡くなった。 

（別紙総括添付） 

3 月、女性利用者が末期がんにより亡くなった。 

 

④ 火災事故 

2 月、「第 6 原町成年寮」でボヤ火災が発生した。 

原因は居室での喫煙によるものであった。 

葛飾区障害福祉課、本田消防署より指導を受け報告書を提出した。 

 

⑤ 特別支援学校体験実習 

日本グループホーム学会の依頼により公園前生活寮で 4 名の高等部 3 年生の体験実習を 4

週間実施した。 

 


